
hり0者器m 
き婦詳声了 

今月の市民 

人口／64,320人（-36) 

男／30,277人（ 27) 

女／34,043人（一9) 

世帯数／24,213世帯（士 0) 

6月30日現在（前月比） 

也さしいパパとママに芯りたい 
7月15日、保健センター市浦（ピンコロ館）で「母と子の

ふれあいセミナー」が行われ、市浦中学校3年生26名が赤ち

ゃんを保育する体験学習をしました。 

生徒たちは事前に、それぞれの母親が綴ったメッセージ「あ

なたが生まれ来るまで」を聞いて生命誕生の尊さを知り気持

ちを高めセミナーに臨みました。 

手つきはぎこちなくても気持ちを込めておむつの交換や授

乳をして、会場は終始赤ちゃんの泣き声と生徒たちの笑顔に

包まれていました。 
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核
と
す
る
自
治
体
病
院
機
能
再
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に
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。
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七
月
＋
九
日
、
県
に
対
す
る
平
成
＋
八
年
度
重
点事
業
要
望
説
明
会
が
県
庁
一
一

階
で
開
催
さ
れ
、
一
一
一
村

知
事
、
成
田
市
長
ほ
か
県
、
市
の
関
係
者
、
ま
た
、
平
山

県
議
、
今
県
議
、
市
議
会
か
ら
斉
藤
議
長
、
田
中
副
議
長
が出
席
し
、
 「
活力
あ

る
・
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
 「
（仮
称
）
中
山
ト
ン

ネ
ル
の
建
設
」
、
 「
自
治
体病
院
機
能
再
編
成
の
推
進
に
つ
い
て
」
及
び

「
津
軽

鉄
道
緊
急
保
全
整
備
事
業
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
」
の
最
重
点
要
望
三項
目
の

ほ
か
、
重
点
要
望
六
項
目
を要
望
し
ま
し
た
。
 

［
最
重点
要
望
］
 

に
お
い
て
厳
し
い
カ
ー
ブ
や
急
勾
配
が
 

「
（仮
称
）中
山
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
 
連
続
し
て
い
る
た
め
、
特
に
冬
期
間
、
 

つ
い
て
」
 
（
継
続
）
 
降

雪
や
路
面
の
凍結
に
よ
り
大
型
車
両

県
都
青
森
市
と
結
ぶ
国
道一
〇
一
号
 
が
登
坂
困
難
で
あ
る
な
ど
交
通
に
支
障

は
、
大
釈
迦
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
付
近
 
を
き
た
し
、
大
変
苦
労
し
て
い
る
と
こ
 
 

県
回
答

・
・
 

ご
要
望
の
中
山
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
津
軽
自
動
車
道

（
浪
岡
町
 

ー
五
所
川
原
東
I
.
c
）
が
平
成
十
四

年
度
に
開
通
し
、
ま
た
、
国
道
七
号
浪

岡
バ
イ
パ
ス
も
昨
年
十
一
月
に
開
通
し

て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏

ま
え
ま
し
て
、
今
後
の
交
通
流
動
の
変

化
を
き
ち
ん
と
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も

引
き
続
き
交
通
解
析
調
査
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
山
岳
部
を
通
過

す
る
大
規
模
工
事
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
長
期
的
な
課
題
と
し
て
と
ら
え

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

「自
治
体
病
院
の
機
能
再
編
成
に
つ

い
て
」
 
（
継
続
）
 

当
地
域
は
、
少
子
高
齢
化
が急
速
に

進
行
し
、
高
齢
者
が
多
く
生
活
す
る
地

域
で
あ
り
、
ま
た
、
我
が
国
の
中
で
も

社
会
資
本
整
備
の
立
ち
遅
れ
が
大
き
い

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

き
、
当
地
域
一
帯
の
医
療
、
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、市
立
西
北
中
央
病
 

平
成
十
四
年
十
二月
、
西
北
五
圏
域

の
自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
計画
は
、
 

県
内
六
圏
域
の
中
で
最
初
に
再
編
成
計

画
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
様
々
な
協

議
を
経
て
、
今
年
度
は
、
つ
が
る
西
北

五
広
域
連
合
が
、計
画
の
具
体
化
に
向

け
、
圏
域
の
各
医
療
機
関
の
機
能や
中

核
病
院
そ
の
も
の
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ

ー
 

ル
、
さ
ら
に
は
、基
本
設
計
を
行う
た

め
の
案
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
 

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
四
月

か
ら
、
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
に
県

職
員
を
一
人
派
遣
い
た
しま
し
て
、
と

も
に
圏
域
の
医
療
関
係
者
や
医
師
会
、
 
 大

学
関
係
者
に
よ
る
計
画
の
実
行
に
向

け
た
協
議
を
行
う
、
 「
地域
医
療
連
携

懇
談
会
」
を
開
催
い
た
し
、再
編
成
計

画
の
着
実
な
実行
と
早
期
具
体
化
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
 

ご
要
望
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
日

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て

市
町
村
の
役
割
、
県
の
役
割
、
そ
れ
ぞ

れ
を
見
極
め
な
が
ら検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
国
に
対
し
二
、
三
年
前
か
ら
、
 

重
点
施
策
の
提
案
を
して
お
り
ま
す
が
、
 

来
年
度
に
お
い
て
も
機
能再
編
成
の
推

進
に
あ
た
っ
て
の
財
政
支
援
措
置
を
提

案
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

西
北
五
地
域
に
は
、
十
六
万

人
が
生
活
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

地
域
住
民
の
青
森
市
へ
の生
活

依
存
度
は
高
く
、
 「
（
仮称
）
 

中
山
ト
ン
ネ
ル
」
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
県
都
青
森
と
西

北
五
地
域
の
連
携
を
一
層
、
密

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら

に
、
こ
の
こ
と
が
、新
幹
線
の

青
森
ま
で
の
乗
り
入
れ
と
相
呼

応
し
ま
し
て
青
森
県
の発
展
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
理
解

し
て
お
り
ま
す
の
で
、本
ト
ン

ネ
ル
の
建
設
に
つ
い
て
強く
要

望
い
た
し
ま
す
。
 

'
 

、
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七
月
二
十
一
日
から
三
十
一
日
ま
で

の
十
一
日
間
、
夏
の
交
通
安
全
県民
運

動
が
展
開
さ
れ
、
市
内
各
地
で
様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

運
動
に
先
駆
け
、
市
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会

（宮
崎
妙
子
会
長
）
は
、
十

四
日
に
サ
ン
ラ
イ
フ
か
な
ぎ

（角
田
弘

子
理
事
長
）
で
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

交
通
安
全
出
前
講
座
を
行
い
入
所
者
ら

が
紙
芝
居
や
歌
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
 

交
通
安
全
紙
芝
居
を
担
当
し
た
中
谷

ト
シ
エ
さ
ん
は
、
 「
津軽
弁
の
紙
芝
居

は
初
め
て
。
で
も
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
い

て
く
れ
ま
し
た
」
と
交
通
安
全
の
大
切

さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
二
十
日
に
は
五
所
川
原
市
交

通
安
全
対
策
協
議
会
（
会
長
・
成
田市

長
）
主
催
の
市
民
総
決
起
大
会
が
行
わ

れ
、
約
四
百
人
の
参
加
者
は
交
通
ル

ー
 

ル
を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
市
民
を
代
表
し

て
岩
瀬
張
昭
彦
さ
ん
が
「思
い
や
り
と

譲
り
合
い
の
心
を
も
っ
て
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
安
全
で
安
心
な
交
通
社
会
を
目

指
し
ま
す
」
と
官
言
し
ま
し
た
。
 

金
木
総
合
支
所
前
で
は
、
交
通
安
全

母
の
会
、
金
木
第
二
保
育
所
園
児
、
交

通
指
導
隊
等
の
関
係
者
約
百
二
十
人
が

集
ま
り
決
起
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

金
木
第
二
保
育
所
の
古
川
亮
人
ち
ゃ
ん
、
 

角
田
葵
ち
ゃ
ん
が

「
交通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。
 

市
浦
総
合
支
所
前
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
、
 

交
通
安
全
母
の
会
等
関
係
者
約
五
十
人

が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全

の
願
い
が
込
め
ら
れ
、
金
木
総
合
支
所

を
出
発
し
た
リ
レ
ー
旗
が
中
泊
町
助
役

よ
り
成
田
総合
支
所
長
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
 

,
 〈交

通
安
全
宣
亘
 

①
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
 

守
り
ま
す
。
 

②
ン
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
 

ト
は
必
ず
着
用
し
ま
す
。
 

③
飲
酒
・
暴走
運
転
は
絶
対
し
ま
せ
ん
0
 

④
タ
暮
れ
時
の
早
め
の
点
灯
し
ま
す
。
 

も
ばや
コ
人
ひと
り
の
自
覚
ら
し
か
参
い
 

交
通
事
故

撲
滅
を

願
い
各
地
で

決
起
大
会
 

す
る
支
援
に
つ
い
て
要
望
い
た
しま
す
。
 
こ
の
こ
と
か
ら
、県
と
し
て
は
、
沿

県
回
答
：
 
線

住
民
や
地
元
市
町
村
に
お
け
る
取
り

緊
急
保
全
整
備
事
業
は
、
平
成
十
六
 
組
み
を
踏
ま
え
た
う
え
で
そ
の
対
応
に

年
度
、
 「
鉄
道
・
軌
道近
代
化
設
備
整
 

つ
い
て
、関
係
者
と
こ
れ
か
ら
十
分
に

備
費
補
助
金
」
の
中
に
鉄
道事
業
者
が
 
協
議
し
て
参
り
た
い
と
考
えて
お
り
ま
す
。
 

そ
の他
の
重
点
要
望
事
業
◇難
維
護

斐
轟
器
 

◇
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進へ
の
支
援
に
 
扉
風
山
内
真
部
線等
の
整備
促
進
）
 

つ
い
て
（
次
世
代
育成
支
援
対
策
に
対
す
 
◇
一
級河
川
岩
木
川
水
系
に
お
け
る
治
水
事

る
県
の
財
政
支
援
）
 
業

の
促
進
に
つ
い
て

（
＋川
、
旧
＋
川
の

◇
「
つ
く
ね
い
も」
等
特
例
作
物
の
産
地確
 
改
修
工
事
の
整備
促
進
）
 

立
に
つ
いて
（
つく
ね
い
もの
生
産
振
興
）
 
◇
青森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
エ
業
団
地

◇
電
線
類
の
地
中
化
の
推
進
につ
い
て
（
中
心
 
漆川
へ
の
企
業
誘
致
促
進
に
つ
いて

（
青

市
街
地
街
路
の
無
電
化
推
進計
画
に
基づ
 
森
県
計
画
で
あ
る
西
北
五
地
域拠
点
農
エ
 

く
事
業
の
推
進）
 

団
地
へ
の企
業
誘
致促
進
）
 

「
津軽
鉄
道
（
株
）
緊
急
保
全
整
備

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
」
（新
規
）
 

新
幹
線
が
青
森
ま
で
乗
り
入
れ
ら
れ

る
こ
と
に
対
し
、
今
後
の
津
軽
半
島
地

域
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
 

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
漁
業
に

加
え
、
観
光
産
業
の
振
興
が
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
う
え

で
、
津
軽
鉄
道
は
、「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
 

の
運
行
等
で
地域
有
数
の
観
光
資
源
と

な
っ
て
お
り
、
同
鉄
道
の
利
活
用
を
一

層
促
進
し
、「
斜
陽館
」
、「
立侯
武
多
の

館
」
、
「
し5
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」
な
ど

と
い
っ
た
観
光
施
設
と
連
動
さ
せ
な
が

ら
、
こ
の
地
域
の
発
展
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
津
軽
鉄
道
緊
急
保
全
整
備
に
対
 
 行

う
安
全
対
策
事
業
に
対
す
る
支
援
措

置
と
し
て
創
設
さ
れ
、
国
と
地
方
公
共

団
体
が
協
調
し
て
補
助
す
る
制
度
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
県
で
は
、
 

平
成
十
七
年
度
の
補
助
金
交
付
要
綱
の

中
で
、
 一
事
業者
に
付
き
一
千
万
円
を

上
限
に
補
助
金
を
交
付
す
る
と
し
て
お

り
ま
す
。
 

一
方
、地
域
の
交
通
を
支
え
て
き
た

鉄
道
は
、
利
用
者
の
大
幅
減
少
と
収
益

の
悪
化
と
い
っ
た
厳
し
い
経
営
状
況
に

あ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
受
益
者
で
あ
る
沿
線
住

民
、
地
元
市
町
村
に
お
い
て
地
域
に
最

適
な
交
通
手
段
の
あ
り
方
と
い
う
も
の

を
十
分
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 



宝
ぐ
じ
卿
 

地
域
に役
立
って
い
ま
ず
 

松
島
地
区
住
民
協
議
会
 

助
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、宝
く
じ
の
普
及
広
告
の
た
め
、
宝

く
じ
の
収
益
金
を
活用
し
た

「
コミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
行
い
、
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
松
島

地
区
住
民
協
議
会
（
木村
洋
吉
会
長
）
で申
請
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
特

色
あ
る
活
動
が
評
価
さ
れ
備
品
購
入
の
た
め
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。
 

木
村
会
長
は
、
 「
念願
の
備
品
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。
大
切
に
あ
つ
か
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

に
役
立
て
ま
す
」
と
喜
びを
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

さ
わ
ゆ
か
 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
 

中
里
高
校
生

が
草
取
り
作
業
 

市
浦
地
区
出
身
の
中里
高
校
生
四
十
11一
人
が

市
浦
総
合
支
所
前
の
草
取
り
作
業
を
し
ま
し
た
。
 

中
里
高
校
で
は
生
徒
の
出
身
地
域
で
奉
仕
活
動

を
行
い
勤
労
意
欲
、奉
仕
精
神
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。生
徒
は
日
差

し
が
強
く
暑
い
中
、花
壇
の
除
草
、メ
タ
セ
コ
イ

ア
通
り
の
路
肩
の
除
草
を
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
行
い
ま
し
た
。
 

太
田
出
身
の
丸
山
郁
乃
さ
ん
は
「
疲
れた
け

ど
き
れ
い
に
な
っ
た
花
壇
を
見
る
と
さ
っ
ぱ
り

し
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
奉
仕
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

宝く じは 
畳かさ策く 
チカラ持ち。 

宝くじの助成金で整備した備品 

（相談窓口ノコミュニティ担当ノ総務課・内線405) 

五所川原市役所 容35- 2111 平成 17年8月 1日 4 

こ
れ
を
受
け
て
成
田
 

市
長
は
、
 「
心
血
を
込

め
て
働
い
た
お
金
を
大

事
に
使
わ
せ
て
も
ら
い

ま
す
」
と
ま
た
、
高
松

教
育
長
は
、
 「
継
続
し

て
多
額
な
寄
付
を
い
た

だ
き
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。
 

三
上
さ
ん
は
、
平
成

十
二
年
か
ら
連
続
で
寄

付
し
て
お
り
、
昨
年
ま

で
二
千
五
百
万
円
、
今

回
で
総
額
三
千
百
万
円

に
な
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
五
所
川
原

市
芸
術
文
化
振
興
等
基

金
に
繰
り
入
れ
し
美
術

品
購
入
資
金
に
い
た
し

ま
す
。
 

」一
上
忠
孝書
ん
（み
か
み
興産
社
長
）
 

市
に

六
百

万
円

こ
れ

ま
で

の
総

額
 

昨
年
の
七
月
に
五
所
川
原
市
芸
術
文
化

振
興
等
基
金
に
寄
付
し
た
三
H
忠
孝
さ
ん

が
七
月
二
十
日
、
市
役
所
を
訪
れ
「
立侵
武

多
の
館
」
美術
展
示
館
の
美
術
品
収
集
に
役
 

立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
六
百
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

寄

付
 

三
千

百

万
円
 

黒
石
生
ま
れ
で
お
菓
子
の
卸
売
り
業
F
n1
 

上
商
事
」
ゃ
「
み
か
み
興
産
」
を
経
営
し
て
い

る
三
上
さ
ん
は
、
市
長
に
目
録
を
手
渡
し
「
地

域
の
み
な
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
考

え
寄
付
い
た
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 



公
証
（
法
律
）
無
料
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
7
 

人
権
学

習
モ
デ

ル
講
座

受
講
者
募
集
 

五
所川
原市
人
権
教
育・学
習
推
進協
議
会

事
務局
（
市
教
一
曇
具
」
生
涯

学
習
課
内
）
 

容
（5
3)2
1
1
1
 内
線
3
1
7
 

献
（5
3)2
9
9
5
 

市
で
は
、
青
森
公
証
人会
の
協
力
を

得
て
公
証
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
大

切
な
契
約
や
遺
言
は
、
公
正
証
書
に
し

て
お
く
と
安
心
です
。
お
気
軽
に
ご相

談
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
2
3日
因
 
1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

※
定
員
8
名
に
な
り
次
第
締
切
。
お
早

め
に
市
民
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
貝
 

家
庭
福
祉
課
 
内
線
2
4
9
 

こ
の
講
座
で
は
 「
人権
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
や
体

験
ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
、
お
互
い
を
知

り
尊
重
し
あ
う
「
実
感
」
 
「
共
感
」
 
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。
 

●

第
1
回
 
9
月
3
目
田
 

講
師
…
三
遊
亭
京
楽
氏
（
落
語
家
）
 

演
目

（予
定
）
：
車
ィ
ス
お
ばあ
ち

ゃ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
 

情報誌編集委員募集！ ジェンダー川柳募集！ 

男女共同参画室 内線462・463 

市では、男女共同参画社会に向けた意識啓発を目
的とした情報誌を発行します。男女共同参画や情報
誌作りに詳しくない方でも大丈夫。一緒に学びなが
ら作ってみませんか。 
◇応募資格 当市在住で編集会議に出席できる方。 

年齢・性別は問いません。 
◇募集人員 3名程度 
◇応募方法 「男女共同参画について思うこと」を

テーマにしたコメントに住所、氏名、電話番号、 
職業を明記し、郵送・Eメール・F朕で応募。 

ト〒037-8686 五所川原市字岩木町12 
男女共同参画室 

e-mail : kikaku@goshogawara. 
net.pref.aomori .jp  

FAX : 35-3617 
◇申込締切 8月19日岡 

5 平成 17年8月 1日 五所川原市役所 合35- 2111 

青森県男女共同参画センター 合017-732-1085 

◇募集 男女共同参画社会をテーマとした川柳 
（一人3句以内） 

◇締切り 9月30日岡 
◇応募資格 県内在住・勤務の方 
◇応募方法 郵送・FAX・ Eメールで応募。氏名（ふ 

りがな）、住所、年齢、電話（FAX）番号、職業（学 
校名及び学年）を明記。HPからも応募可能。 

ト〒030-0822 青森市中央3丁目17-1 
青森県男女共同参画センター川柳募集係 
FAX : 017-732-1073 
e-mail :danjo@apio.pref.aomorj,jp 
http://www.apio.Dref.aomori.jD  

くフ買 最優秀賞1点、優秀賞5点（副賞／図書券） 
入賞作品の発表は11月頃を予定。 

※応募作品の返却は行いません。作品の著作権は「青 
×森県男女共同参画センター」に帰属します。 

「男女共同参画社会」とは・・・男性も女性も性別にとらわれず、互いを認め
合い、パートナーとして共に協力しあいながら、個性と能力を発揮できる
社会。それによって得られる利益も責任も男女は対等です。 

切胸価g目腐銘同圏回 

8
月
社
知
ら
均
 

【
今月
の
相
談
旦
 

各
種
相
談
を
お
受
け
して
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
「」利
用
く
だ
さい
。
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内線
2
o
7
 

●

8
月
1
1日
困
 
1
0時

ー
1
2時
 

●

8
月
2
5日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政相
談
委
員
 

⑥
行
政
・
人
権
合
同
相
談

合
（5
3)
21
1
1
 
内
線
1
2
6
 

●

8
月
2
4日
困
 
1
0時

ー
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議
室

◇
相
談
員
 
行
政相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

西
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ども
セ
ンタ
ー
 

（
五所
川
原
保
健
所
）
保
健
予
防
課

公
（3
4)2
l
o
8
 叫（3
4)
7
51
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭
や
職
場
で

の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄
の
ひ
ど

い
も
の
忘
れ
な
ど
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

8
月
1
2日
岡
・
2
3日
因
 
1
3~
1
4時
 

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
の
 
●
第
2
回
 
1
0月
1
5日
田

方
（
「
児
童
扶養
手
当
現
況
届
」
の
 
講
師

…
萩
原
な
つ
子
氏
（
日
本
N
P
 

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
こ
の
届
出
 

0
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事）
 

は
所
得
額
・
受
給
資
格
を
確
認
す
る
 
●
第
3
回
 
1
1月
1
2日
田

た
め
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
 
講
師

…
飯
島
ッ
ト
ム
氏
（
コ
ンセ
プ

で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
添
付
書
 
タ

ー
c
o
~
W
o
RK
s
代
表
）
 

類
を
確
認
の
う
え
、
必
ず
提
出
し
て
 
◇
受
講
時
間
 
1
3時
3
0分

ー
1
6時
3
0分

く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
 
◇
会
場
 
第
1
回
は
五
所
川
原
商
工
会
 

8
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
 
議

所
多
目
的
ホ
ー
ル
、第
2

・
3
回

ん
の
で
ご注
意
く
だ
さ
い
。
 

は
同
所
A
B
会
議
室
 

◇
提
出
書
類
 
通知
文
書
に
記
載
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
提
出
期
間
 
8
月
1
日
囲
5
3
1日
困
 
◇
申
込
方
法
 
電
話
かF
A
X
で
五
所
凹
Y
 

◇
受
付
場
所
 
市
役
所
家
庭
福
祉
課
児
 

川
原
市
人
権
教
育
・
学
習
推
進
協
議
 

童
家
庭
係
、
金
木
総
合
支
所
福
祉
係
 
会
事

務
局
ま
で
。
 

合
（5
3)
21
1
1
、
市
浦
総
合
支
 
※
3
回
連
続
の
講
座
で
す
。
す
べ
て
の
 

所
福
祉
係
合
（6
2)
2
1
1
1
 

回
に
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。
 イ
 



庁
舎
に
市
民
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
設
置
 

総
務
課
 
内
線
4
0
5
 

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

五
所
川
原
県
土
整備
事
務所
建
築
指
導
課

容
（斜
）2
1
1
1
 
内
線
2
8
3
 

西
北
中
央
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ
 

客
（3
5)3
1
1
1
 管
理
課
 

青
森
職
業
能力
開
発
短
期

大
学
校
か
ら
の
ご
案
内
 

客
（3
7)3
2
o
l
 
学
務
援
助
課
 

立
侵
武
多
を
世
界
に

ー
 

市
有
地
売
却
 
内
線
2
8
O
 

◇
売
却
物
件
 
区
分

…
土
地
 

所
在
地

…
市
内
柳
町
2
番
7
 

面
積
…
8
0
6
.8
5
市
 

◇
売
却
方
法
 
一
般競
争
入
札
 

◇
物
件
の
説
明
等
 
8
月
9
日
因
1
6時

西
北
中
央
病
院
B
棟
3
階
小
会
議
室

◇
入
札

・
開
札
 
8
月
1
6日
因

1
6時

西
北
中
央
病
院
B
棟
3
階
小
会
議
室

◇
入
札
参
加
資
格
 
地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
6
7条
の
4
第
1
項
、
第
2
 

項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
し
な
い
方

◇
入
札
の
条
件
 
前
述
の
資
格
を
有
し

な
い
者
が
し
た
入
札
、
入
札
に
関
す

る
条
例
に
違
反
し
た
入
札
は
無
効
。
 

◇
入
札
保
証
金
の
額
 
入
札
金
額
の
百

分
の
五
以
上

（
現
金ま
た
は
金
融
機

関
が
振
り
出
し
も
し
く
は
支
払
い
を

保
証
し
た
小
切
手
と
す
る
）
。
 

◇
契
約
の
締
結
 

落
札
決
定
の
日
か
ら
7
日
以
内
。
 

◇
契
約
保
証
金
の
額
 
契
約
金
額
の
百

分
の
五
以
上

（
現
金ま
た
は
金
融
機

関
が
振
り
出
し
も
し
く
は
支
払
い
を

保
証
し
た
小
切
手
と
す
る
）
。
 

◇
代
金
の
納
入
期
限
 
契
約
締
結
の
日

か
ら
3
0日
以
内
に
全
額
納
入
。
 

五
所
川
原
市
看
護
職
員
 

採
用
試
験
 内
線
m

・観
 

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

師
免
許
証
取
得
者
。
 

◇
採
用
予
定
月
日
 
1
1月
1
日
 

◇
採
用
試
験
日
時
・
場
所
 

9
月
9
日
圏
 
1
0時
3
0分
 

西
北
中
央
病
院
c
棟
2
階
大
会
議
室
 

◇
試
験
 
作
文
・
面接
・
書
類
審
査
 

◇
受
験
申
込
期
限

8
月
3
1日
困
 

※

「
提
出書
類
」
等
、
 

詳
細
は
管
理
課
庶
 

務
係
ま
で
お
問
い
 

合
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
お
立

ち
寄
り
の
際
な
ど
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。
 

「県
民
参
加
型
演
劇
 

「
津
軽
」
出演
者
募
集
 

実
行
委
員
会
（県
文
化
振
興
課内
）
 

公
o
l
7
(7
3
4
)9
2
3
7
 

献
o
l
7
(7
3
4
)8
o
6
3
 

太
宰
治
著

「
津
軽
」
を
活用
し
、
県
立

美
術
館
で
公
開
す
る
県
民
象茄
型
演
劇
ー
 

◇
資
格
 
①
高
校
生
以
上
の
方
 

②
当
市
で
約
2
週
間
、
県
立
美
術
館

で
約
1
週
間
の
稽
古
に
通
え
る
方
 

◇
選
考
の
方
法
／
人
員
／
期
日
／
会
場

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（演
劇
を
体
験
す
 
 ◇

募
集
住
一戸
 

①
松
島
団
地
（
松
島
町）
 
鉄筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
3
D
K

…
1
一P
 

②
新
宮
団
地
（
長橋
字
広
野
）
 
木造
 

3
L
D
K

…
1
戸
 

③
広
田
団
地
（
み
どり
町
）
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 
3
K

…
N
l戸

※
①
と
②
は
、
申
込
者
及
び
同
居
予
定

者
数
の
合
計
が3
人
以
上
と
な
り
ま
す
。
 

◇
募
集
期
間
 
8
月
1
日
囲
5
1
0日
困

◇
そ
の
他
 
入
居
基
準
が
あ
り
、
家
賃

は
所
得
金
額
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。
 

◇
家
賃
 

①
2
1
2
0
0
5
3
5
1
0
0
円
程
度

②
N
m
7
0
05
3
9
m
o
o円
程
度

③
1
0
5
0
0
5
1
7
6
0
0
円
程
度

※
駐
車
場
は
1
住
戸
に
つ
き
1
台
の
み
。
 

駐
車
料
金
は
家
賃
と
別
途
徴
収
。
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産

物
加
工
 

セ
ン
タ
ー
振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 

内
線
3
5
5
 

●
8
月
1
0日
困
・
2
4日
困
 

1
1時
4
5分

5
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
e
梅
で
作
っ
た
 

梅
漬
け
、
一豆
腐
、
み
そ
、
そ
ば
餅
等
。
 

第
1
回
五
所川
原
立
侵
武多

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

囲
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

事
務
局
 
B
(3
8)1
5
1
5
 

あ
な
た
の
写
真
で
立
伎
武
多
の
魅
力

と
感
動
を
写
し
ま
せ
ん
か
。
 

◇
テ
ー
マ
 
2
0
0
5
年
の
立
伎
武
多

を
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
 

◇
サ
イ
ズ
 
カ
ラ
ー
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り

◇
賞
 
金
賞
…
1
点
、
5
万
円
と
副
賞

銀
賞
…
2
点
、
2
万
円
と
副
賞

銅
賞
…
3
点
、
1
万
円
と
副
賞

入
選

…
1
0点
、
副
賞
 

佳
作
…
5
0点
程
、
副
賞
 

◇
応
募
方
法
 
9
月
1
0日
必
着
で
、
タ

イ
ト
ル
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
 

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
 

撮
影
日
を
記
入
し
た
応
募
用
紙
を
写

真
裏
面
に
貼
り
送
付
、
ま
た
は
持
参
。
 

◇
そ
の
他
 
写
真
展
を
開
催
する
予
定

で
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
 

入
賞
者
は
原
板
を
提
出
の
こ
と
。入

賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に帰
属
し

ま
す
。
ま
た
、
P
R
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。
 

◇
発
表
 
9
月
（
予
定
）
入
賞
者
に
直

接
通
知
し
ま
す
。
 

◇
お
問
い
合
せ
・
応
募
作
品
送
り
先

囲
五
所
川
原
市
観
光
協
会
事
務
局

〒
O
3
7
1
8
6
8
6
 

五
所
川
原
市
字
岩
木
町
1
2
 

看
護
師

・
助
産
師
4
名
 

8
月
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
2
階
ロ
ビ

◇
受
験
資
格
 
昭
和
5
0年
4
月
2
日
以
 
ー
と
市
浦
庁
舎
に
パ
ソ
コ
ン
公
開
端
末

降
に
生
ま
れ
た
方
。
看
護
師

・
助
産
 
が
設
置
さ
れ
、
気
軽
に
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
 

る
教
室
）
後
にオ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
／
 

●

8
月
4
日
困

5
8
日
囲
1
9時

5
2
1時
 

2
5
3
名
／
8
月
2
8日
同
 

月
L
 
ht
tp・昌

a
o
m
o
r
l

ーつn
叩n
」b
 

1
0時

5
1
5時
／
金
木
公
民
館
 

輿
 能
力
開
発セ
I
I
、
ナー
／
実
践
v
Iノ
タ
烏
 

◇
応
募
締
切
 
8
月
1
0日
困
必
着
 

ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
技
術
、
 
糾
 
◇

応
募
方
法
 
申
込書
に
必
要
事
項
を
 

実
践
的
な
映
像
配
信
技
術
を
学
び
ま
す
。
 
記
入
の
う
え
郵
送
ま
た
は
F
A
X
 

●

8
月
2
3日
因
5
2
4日
困
 
1
05
1
7時
 

▼
〒
0
3
o1
85
7
0
 青
森
市
長
島

定
員
1
0名
 
受
講
料
3
5
o
o円
 

1
1
1
1
1
 
文
化
振
興
課
内
 
県
民

◇
応
募
締
切
 
8
月
1
2日
岡
 
1
6時
 

参
加
型
演
劇
制
作
実
行
委
員
会
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ロ 

ン
 

あ
し
の
園
盆
踊
り
大
会
 

容
（5
3)2
2
1
5
 

五
所
川
原
甚句
踊
り
大
会
 

（
盆
踊
り
大
会
）
開
催
 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会
 

容
（3
4)7
5
o
4
 
山
本
 

フ
リ
ー
マ
ーケ
ッ
ト

m梅
沢

み
ん
な
で
遊
びに
来
て
け
へ
 

梅
沢
地
区
住
民
協
議
会
 

容
（2
8)2
1
1
1
 献
（田
）2
8
o
9
 

今
年
も
盛
大
に
盆踊
り
大会
を
開
催
H
 

住
民
参
加
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
 

●

8
月
1
7日
困
 
1
8時

5
2
1時
 

開
催
し
ま
す
。
自
分
の
家
庭
で
は
不
要
 

（
受付
 
1
6時

5
1
7時
4
5分
）
 
で

も
ま
だ
使
え
る
も
の
、
手
作
り
の
作

ェ
叱
ム
の
街
s
c
第
2
駐
車
場
（
ホ
 
品
、
新
鮮
野
菜
な
ど
、あ
な
た
も
出
店

テ
ル
パ
ー
ク
イ
ン
五
所
川
原
西
側
）
 
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

※
参
加
無
料
。出
場
者
全
員
に
景
品
。
 
●
8
月
1
5日
囲
 
1
0時

5
1
4時
 

嗣
屍
サ
 

●

8
月
2
0日
田
 
1
9時

5
2
1時
 

小
雨
決
行
（
雨
天
時
2
1日
に
延
期
）
 

あ
し
の
園
駐
車
場
 

※
盆
踊
り
参
加
者
に
景
品
あ
り
。
 

金
木
町
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が
賛
助
 

出
演
し
ま
す
。
 

特
別
講
演
会
 

地
域
の
歴
史
に
学
ぶ
 

松
島
地
区
住
民
協
議
会
 

客
（
弘
）2
9
4
2
 

●

8
月
2
0日
田
 
1
4時

ー
1
5時
3
0分
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
松
島

◇
講
演
／
講
師
 
地
域
の
歴
史
に
学
ぶ

ー
 

「
江戸
時
代
の
農
民
の
姿
」
／
北奥
文
化

研
究
会
ム要

・
岩
崎繁
芳
氏
（
金
山
出
身）
 

※
入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
来
場
可
。
 

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

◇
募
集
区
画
数
 
2
0区
画
 

◇
参
加
料
 
1
区
画
 
3
0
0
円

◇
申
込
方
法
 
住
所
・
氏名
・
出
品物
・

連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
0日
因
 

現
代
人
気
絵
本
作
家
 

「
絵
本
原
画
展
」
 

日
教
組
青
森
北
支
部
（
北
地
方
 

親
子
で
絵
本
の
原
画
を
楽
し
も
う
H
 

五
所川
原
市
国
際交
流
市
民
の
会

夏
の
交
流
会
 
開
催
 

雪
（
糾
）2
9
2
0
 古
川
 

外
国
人
と
気
軽
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を

し
て
、
楽
し
い
時
間
を共
有
し
ま
せ
ん

か
？
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

8
月
2
1日
回
 

1
2時
2
0分

ー
1
6時
4
0分
 

津
軽
金
山
焼
 

◇
内
容
 
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、陶
芸
を

し
た
り
焼
き
そ
ばを
作
り
な
が
ら懇
談

◇
参
加
費
 
5
0
0円

（
陶
芸
参加
者

は
粘
土
代
と
し
て
別
途
8
0
0円
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
0日
困
 

第
1
0回
五
所
川
原
 

フ
レ
ッシ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト
 

西
北
五
音
楽
同
好
会
 

容
（
ワ
）3
1
4
3
 

地
域
の
音
楽
文
化
向
上
の
た
め
、
西

北
五
地
域
出
身
の
音
大
生
と
実
社
会
で

活
躍
中
の
県
内
出
身音
楽
家
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

百
立
＆
ル
ネ
サ
ス
高
崎
」
の
 

夏
合
宿
を
一
般公
開
し
ま
す
 

つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
 

容
（3
3)3
3
7
7
 

克
雪
ド
ー
ム
で
1
0月
8
日
5
1
0日

の
3
日
間
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
日
本
リ
 

ー
グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
先

駆
け
て
「
日
立
＆
ル
ネ
サ
ス
高
崎
」
 
の

フ
ル
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
夏
合
宿
が
行
わ

れ
ま
す
。
練
習
を
一
般
公開
し
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

●

公
開
練
習
 
8
月
9
1
1
1日
 
9
時
 

8
月
は
 

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
 

土
木
課
 
内
線
3
0
4

・
3
0
6
 

五
所
川
原
県
土
整
備
事
務
所
 

公
（3
5)2
1
0
6
 

大
正
9
年
8
月
1
0日
に
、
日
本
で
最

初
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画

で
あ
る
第
1
次
道
路
改
良
計
画
が
策
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、8
月
1
0日
が

『道

の
旦
と
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
 

8
月
は
『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
で

す
。
道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活

を
支
え
る
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本

的
な
社
会
資
本
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要

性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
8
月
1
0
 

日
の
「
道
の
日
」
を
契機
に
も
う
一
度

見
直
し
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

警
察
官
B
・
警
察事
務
 

（初
級
）
募
集
 

五
所
川
原
警
察署
 
胃
（あ
）2
1
41
 

金
木
警
察
署
 
胃（田
）2
1
1
7
 

青
森
県
人
事
委
員
会
及
び
青
森
県
 

警
察
本
部
で
は
、
警
察
官
B
及
び
警
察
 

事
務
（
初
級）
の
採用
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 

8
月
8
日
囲
5
9
月
2
日
岡
 

◇
一
次
試
験
 
9
月
2
5日
回
 

◇
試
験
場
所
 

青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
 

◇
採
用
予
定
人
員
 

・

警
察
官
B
（男
性
）
4
3人
程
度
 

・

警
察
官
B
（
女
性）
2
人
程
度
 

・

警
察
事
務
職
（
初
級
試
験）
3
人
程
度

◇
資
格
 

・

警
察
官
B
…
昭
和
5
1年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
6
3年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
（
学
校
教
育
法
によ
る
大
学
 

「
以下
大
学
」
を
卒業
し
た
者
ま
た

は
平
成
1
8年
3
月
3
1日
ま
で
に
大
学

卒
業
見
込
み
の
者
を
除く
）
。
 

・

警
察
事
務
職
…
昭
和
5
9年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
6
3年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
。
 

※
な
お
、
警
察
官
B
（男
性
）
の
み
警

視
庁
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川

県
及
び
静
岡
県
の
警
察
官
を
志
望
す

る
人
も
同
時
に
受験
で
き
ま
す
。
 （
受

験
資
格
は
本
県
と
同
じ
）
 

/
 

●

8
月
3
日
困
5
6
日
田
 

●
8
月
2
1日
回
 
1
4時
開
演
 

1
0時

5
1
8時

（
最
終日
1
6時
ま
で
）
 
オ
ル

テ
ン
シ
ア
大
ホ
ー
ル

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 
◇
出
演
者
 
浅
井
定知
（
ピ
ア
ノ
）
、
 

◇
出
展
作
家
 
長
新
太
、い
と
う
ひ
ろ
 
工
藤
槙
子
（
ピ

ア
ノ
）
、
藤
田
琴
幸

し
、
あ
べ
弘
士
、
片
山
健
、
ス
ズ
キ
 
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
塚
本
麻
未

（
ピ
 

コ
と
ン
 
ほ
か多
数
 

ア
ノ
）
、
白
岩
貢
（
バ
リ
ト
ン
）
、
 

※
8
月
4
日
は
1
5時
3
0分
よ
り
、
ス
ズ
 
寺
井
ひ

と
み
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
 

キ
コ
ー
ジ
氏
に
よ
る
講
演
会
あ
り
。
 
◇
入
場
料
 
5
0
0円

（
全席
自
由
）

×
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ご七二 

お盆期聞中 長者森慕地への 
臨時バスを運万Lます 

都市計画課 内線323 
料 金 営業所より350円、駅前より330円 

松島団地より220円 

運行経路（各停留所停車） 

営業所ー駅前一松島団地一長者森墓地 

月 	日 営業所発 駅前発 松島団地発 墓地着 墓地発 

シ13（旧 
11 
14 

: 00 
: 00 

11 
14 

:15 
:15 

11: 
14 : 

25 
25 

11: 
14 : 

40 
40 

12 
15 

:10 
:10 

8/14（日） 16 :00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/15（月） 16 :()0 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/20（土） 14 : 00 14 :15 14 : 25 14 : 40 15 :10 

メロディーパトロールを実施中 

五所川原警察署と金木警察署では、 7 月 1日から

それぞれ 2台のパトカーで「青い森のメッセージ（オ

ルゴール風にアレンジ）」 を流してパトロールを行

っています。 

メロディーパトロールは、音でパトカーが近くに

いることを知らせ住民の皆さんに安心感を持って頂

くとともに、犯罪者には犯行の思いをと ，、 

どまらせようと、安全で安心なまちづく 

りに努めています。 	 ら 一

また、夜間は騒音とならないよう昼間

のみ実施していますので、ご理解くださ

るようお願いいたします 

個別健診（五所川原地区） 
のお知らせ 

健康推進課 内線224 

40歳以上の皆さんノ＼ 
「ミニドック（基本健康診査）」 
年に1度はあなたの身体の総チェックをしませんか？

お好きな日時に、ぜひ、ご利用ください。 

◇検査内容 身体計測、血圧測定、尿検査、心電図、 

血液検査、医師診察 

◇対象者 40歳以上の市民 

◇受診方法 実施医療機関窓口に申込み、受診して

ください。 

◇持参するもの 保険証、健康手帳（持っている方） 

◇料金 500円（70歳以上の方、市民税非課税世帯、 

生活保護世帯の方は無料） 

◇実施機関 市内の指定医療機関（詳細は健康推進

係までお問い合せください） 

●実施期間 4月1日～翌年3月31日に1回 

※市民総合健診（基本健康診査）を受診した方、受 

診予定の方は、受診できません。  

企画課 内線461 
市では、市民の行政利便の向上と交流機会拡大を

図るため、 4 月1日より行政連絡バスを運行してい

ます。 （土、日、国民の祝日に関する法律に定める

休日及び12月29日から1月 3 日までの期間を除く） 

◇夏期ダイヤ（冬期ダイヤは別に定めます） 

第1便 市浦総合支所→金木総合支所→五所川原本庁 
8:45 	9:30 	10:00 

第 2 便 五所川原本庁→金木総合支所→市浦総合支所 
10:30 	11:00 	11:45 

第 3 便 市浦総合支所→金木総合支所→五所川原本庁 
14:15 	15:00 	15:30 

第 4 便 五所川原本庁→金木総合支所→市浦総合支所 
15:45 	16:15 	17:00 

※し～うらんど利用者が乗車した場合は、市浦総合支所より送迎します。 

融資をロ実にはがきやフアックスを送りつけ 
現金を編し取ろうとしますH 	雄 

最近、県内では、金融会社名で個人融資や企業融資を

低金利で勧誘するはがきが郵送されたりフアックス送信

され、これを見て融資を申し込んだ個人経営者の方が保

証料を送金して現金を編し取られる事件が発生しています。 

<<<〈 未然・防止対策 〉>>> 
①顔の見えない相手から融資を受けることは危険です。 

②素性の知らない人に保証人無しで融資する金融業 

者は存在しません。 

③はがき（ダイレクトメール）、雑誌広告、チラシ等で「電話 

で即融資」「保証人不要」との内容があっても無視する。 

④不用意に相手の要求に応じたり、氏名、電話番 

号等の個人情報を教えないこと。 

⑤「おかしい」と思ったら、警察署、最寄りの交番・

駐在所に相談すること。 

20歳以上の女性の皆さんへ 
「子宮がん・乳がん検診」 

あなたの都合の良いときに受けることができます。 

◇対象者 子宮がん検診・・・20歳以上で偶数年齢の女性（ 2 
年に1回の受診となります。）乳がん検診・・・30歳以上の女性

◇受診方法 実施医療機関窓口に申し込み、受診し 

てください。いずれか単独でも受診できます。 

◇持参するもの 保険証、健康手帳（持っている方） 

◇料金（※70歳以上の方、市民税非課税、生活保護 

世帯の方は無料） 

検 i 診 名 国 保 社 保 

子宮がん 
頭部細胞診 500 円 1200 円 
頚部＋体部細胞診 

（必要により） 500 円 1,300 円 

乳がん 視、触診 600 円 600 円 

◇実施医療機関 安斎レディスクリニック、白生会

胃腸病院は月・木曜日 

〈注意〉乳がん検診は医療機関で受ける場合は視触

診のみとなります。また、集団検診で受ける場合

は乳房のx線撮影が追加されます。 

●実施期間 4 月1日～翌年 3月31日に 1回 

※市民総合健診（子宮・乳がん検診）を受診した方、 

受診予定の方は受診できません。 

五所川原警察署 
B35-2141 

金木警察署 
容 53-21 17 
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子育乙は地域のみfLちの手乙二！ 

」／ 五所川原市 、 
＼フアミリーサボートセンタ→ 

活動紹介 

左から依頼会員の渋谷裕喜さん、海羽（みう）ちゃん2才、 
菜月（なつき）ちゃん6才、提供会員の境谷冨美子さん 

急に仕事が決まった渋谷さんは、いざという時の為に
会員登録を済ませました。活動を受けるのは初めてとい
う境谷さんも「おばちゃんの家にいつでもあそびにおい
で！」と、ちょっと緊張気味の子ども達を察し、言葉を
掛けます。あなたのそばにも子育ての強い味方・・・提
供会員さんが待ってますよ！I 
まずは、会員登録を！！ 	随時会員募集 容35-8953 

公民飼か5⑩ご棄肉ノ 
中央公民館 合35-6O56 

⑥家族で映画を楽しむ会 ～8月 

盲導犬の感動物語「盲導犬イーグルの一生」、 「日 

本昔ばなし」より「うばすて山」 「芋ほり長者」他 

をお楽しみください。 

◇日 時 8月27日(+) 10時～11時30分（無料） 

金木公民館 公53-358 1 

＠太宰を語る月例会 

◇日 時 8月17日困 19時～ 

◇場 所 金木公民館 

1. 「西北新報」 （昭和12年1月1日号） 

‘太宰治寄稿（随筆） 

「春夫と旅行できなかった話」の解説 

2 ．太宰治と中畑慶吉氏（その2) 

①中畑さん宛「京都醍醐寺」の絵はがき 

②倉吉市発見「京都大原女」の絵はがき 

二枚の共通性とその背景 

＠「親子ふれあい教室」参加者募集 

◇日 時 8月19日岡 9時30分～11時 

◇会 場 金木公民館 

◇内 容 お話サークル「すずめっこ」読み聞かせ 

パネルシアター、人形を使った楽しい「お 

はなし会」 

図 昌圏か5⑩お知5嘗ノ 
開館時間 8月の休館日 

五所川原市立図書館
合 34 -4334 

9時 30分～ 18時 
（土・日は 17時まで） 

毎週月曜日 
18日困 

伊藤忠吉記念図書館
公53一3049 9時 30分～ 17時 

毎週月曜日 
18日困 

市
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館
 一

 
 公
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1
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9時 30 分～ 17時 
週
日
 
土

米
 
日
 
曜
 
日

毎

1
8
 

 

夏休み子どもの集い 
。戸 、‘ ー ~ 	 ~ 

8月 4日困 10時～12時 市立図書館 

「五所川原歴史探検」 
郷土史研究家 岩崎繁芳先生のお話を聞いてから、 

歴史民俗資料館及び旧平山家を見学します。 

小学一年生から、親子での参加も歓迎します。 

参加希望の方は当日図書館までお集まりください。 

オル裂El:;' 8O)讐熟1 
日 曜日 催 	 物 開演 入場料 

大
 

ホ
 
ー
 
ル
 

 

「

I
  

日
  

第 15回チャリテイー 
青森県歌謡選手権大会 

12 : 00 
前売・当日 

499円 

20 土
  

西北五地区吹奏楽祭 10 : 30 
前売’当日 

500円 

21 ［日
 

第 10 回五所川原 

フレッシュコンサート 
14 : 00 

前売・当日 
500円 

28 日
  

琴名流大正琴津軽名和会

第2回発表会 
13: 00 前売 500円 

小
 

ホ
 

ー
 
ル
 
 

(hJ
 
 

金
  

『里川「岩木川」と地域

の文化・風土‘暮らしを

考える』 
14: 00 無 料 

21 口
］
 
 

ミュージックハウス 

ぽこあぼこおんがくきようしっ 
ピアノ発表会 

① 11】釦

② 14 】幻 
無 料 

27 土
  

「ドキュメンタリー映画

津軽の鉄道上映会」 
13: 30 
. 

無 料 

28 一
 

 親子アニメ映画会 9 : 50 当日 800円 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 

新五所川原市誕生記念公演 

宝塚歌劇星組全国ツアー五所川原公演 

り吻多サイユのぼら 
■演 目 〇マリー・アントワネット生誕250周年記念 

宝塚グランドロマン「ベルサイユのばら」 

～池田理代子原作「ベルサイユのばら」より～ 

脚本・演出／植田紳爾 演出／谷正純 

〇ショー「ソウル・オブ・シパ!!J ニ麹）シ玉ごズを履いた舞神 
作‘演出／藤井大介 

《主な出演者》湖月 わたる／白羽威り 
■日 時 平成17年10月18日因《昼夜2回公演男 

昼公演】開演14:00（開場13:30） 	ノ 
夜公演】開演18:00（開場17:3の 	~ ‘一、、 』 

■会 場 オルテンシア・コンサートホール ーー ~ 

■入場料 S席6,500円、A席5,500円（税込・全席指定） 
■チケット発売開始日 8月11日困 ※お一人様チケット 4枚まで 
■チケット販売所（※発売開始時間】⑨昼公演10:00 ☆夜公演14・加～) 

オルテンシア B33-2111/E LMインフォメーション 月33 -6275 
イオン柏Sc総合サービスカウンター 月25-3450／中三五所川原店
一階案内所 行34 -3131／中三弘前店一階案内所 B0172 一 34- 3131 
中三青森店一階案内所 云017一777-3131／五所川原郵便局 '34 
3205 

9 平成 17年8月 1日 五所川原市役所 合35- 2111 



野 坪 
小 野 け象子 下 長 富 高 橋 フク子 沢部（下）前 田 通 子 北 本 町 西 村 	節 

島 谷 とも子 上 長 富 蛸 島 キヌョ 蒔 田 地 区 ヒ 派 立 加賀谷 美代子 

中 	村 小 野 哲 子 金 木 地 区 秋 元 レ コ 下 派 立 大 橋 和 子 

前 	落 山 内 みっ象 本 	町 徳 田 キョエ 
蒔 	田 

吉 田 	ト キ 
双 葉 町 

大 橋 り っ 

馬 	性 伊 藤 ま・っ裏 山 田 洋 子 神 原 地 区 大 橋 容 子 

飯 音 与地 区 
栄 	町 

山 田 	幸 神 	同秋 元 敬 子 野 	崎 米 谷 や 象 

曙 	町 安 田 早 苗 田 	町 工 藤 美恵子 藤 枝 地 区 林 	町 西 村 トシエ 

長 	坂 平 山 リ 	ッ 三 浦 ル イ 工 藤 雪 子 
東岩見町 

工 藤 マサ子 

北下派立 坂 本 玲 子 
南 新 町 

木 元 タ コ 
藤 	枝 

小山内 ひろ子 脇 神 ナチ子 

大 正 町 竹 林 京 子 
上山道町 

小 野 秀 子 川 倉 地 区 
西岩見町 

伊 藤 タ ミ 

大 日 町 柳 原 幸 枝 中 村 節 子 湯 の 川 浅 利 イッ子 元 石 美 枝 

五 本 松 三 上 洋 子 
中山道町 

竹 内 照 子 向 	道 菊 池 テイ子 
更生部落 

松 橋 ュキエ 

北 	新 中 谷 まち象 秋 谷 弘 子 林 	下 中 谷 幸 子 古 川 淳 子 

仲 	町 山 中 み よ 下山道町 斎 藤 友 子 女 	坂 泉 谷 ゆり急 相 内 地 区 

坂 ノ 上 三 橋 キ ク 

美 晴 町 

小 野 美知子 
上宇田野 

三 潟 ュキエ 

相内第1町内会 

田 中 咲 恵 

南 	新 阿 部 永久子 山 本 幸 子 泉 谷 テッ子 一 戸 勝 子 

上町・寺町 高 橋 ルミ子 塚 本 美智子 下宇田野 中 谷 弘 子 三 和 美保子 

新町・大町 斎 藤 キミエ 

昭 和 町 

角 田 和 子 嘉 浦 I 地 区 小 林 まち子 

伝助町・下町 伊 藤 和 子 小 林 順 子 
東 	町 

鎌 田 サ ッ 工 藤 良 子 

中下・南下 賀 谷 千鶴子 神 	宏 子 鳴 海 	悦 
相内第2町内会 

中 山 た い 

下 	村 三 戸 春 江 

旭 	ケ 丘 

徳 田 さ象子 雲雀野団地 木 村 述 代 竹 谷 和 子 

興隆・朝日 
対 馬 美 貴 成 田 イリ子 松 川 膿 子 

相内第3町内会 

三 和 真智子 

鳴 海 和 子 桑 田 美穂子 
上小栗崎 

伊 藤 とし子 小 川 さっ子 

其 田 まさ子 白 川 美智子 中小栗崎 白 川 久 子 伊 藤 弘 子 
下 岩 崎 

松 本 千衣子 工 藤 鈴 子 下小栗崎 松 川 君 代 相内第 4町内会 米 谷 み せ 

三 女 子 地 区 大東 ケ 丘 吉 田 紀 子 上 派 立 木 下 節 子 

相内北町内会 

原 子 京 子 

上 藻 川 
Jl 	テイ子 福 長 敏 子 中 派 立 吉 崎 喜美代 佐 藤 静 子 

渡 遅 ャッエ 大 橋 福 子 
下 派 立 

土 岐 哲 子 小田桐 栄 子 

下 藻 川 

佐 藤 節 枝 
朝 日 町 

小 林 良 子 秋 村美佐緒子 桂川 全域 秋田谷 ゆかり 

高 橋 き 象 津 田 油美子 
上 新 町 

小山内 カッミ 太 田 地 区 

高 橋 佳 子 中 村 セイ子 須 崎 てっ急 

太田町内会 

木 村 ヒ サ 

竹 谷 ト キ 伊 藤 美代子 
下 新 町 

須 崎 洋 子 奈 良 千加子 

竹 谷 ミ 	ョ 
神 明 町 

石戸谷 和 子 鎌 田 日美子 奈 良 百合子 

福 	井 小笠原 博 子 前 田 敏 子 上昭和町 工 藤 繁 子 木 村 ナッエ 

鶴 ケ 	岡 

小 野 秀 子 北 新 町 秋 谷 	幸 
下昭和町 

秋 元 かちえ 」
元
 

脇
 
地
 
区
 

洋 田 愛 子 寺 	町 角 田 妙 子 今 	イ 	ョ 

下 脇 元 

三 和 	淑 

洋 田 京 子 

浦 	町 

佐 藤 ミキ子 本 	町 小 倉 さ っ 成 田 涼 子 

高 	瀬 
木 村 み き 尾 野 春 子 車 	町 山 中 フ エ 石 岡 のり子 

渋 谷 友 江 秋 谷 キ エ 冷 	水 津 田 ミッエ 葛 西 ッ サ 

中 川 地 区 成 田 チ セ 畑 	中 内 海 るみ子 

上 脇 元 

櫛 引 智 恵 

田 山 形 シ マ 
芦 野 町 

木 村 	逸 後 	町 土 岐 和 子 林 崎 烈 子 

種 	井 高 橋 リッコ 内 海 昭 子 上 古 町 毛 内 レ ッ 山 田 美 子 

中 	泊 外 崎 トシエ 
新 富 町 

外 崎 きみよ 
下 古 町 

小山内 和歌子 磯 刑 ま 地 区 

川山（下） 葛 西 タエ子 

若 松 町 

白 川 末 子 阿 部 はるみ 

磯 	松 

洋 田 みち象 

川山（中） 吉 岡 幸 子 中 西 た け 新 誠 町 小 松 節 子 村 元 藤 美 

川山（上） 奈良岡 照 江 対 馬 テ ル 上鍛治町 木 下 ハルミ 新 岡 千登利 

石 谷 君 江 川 村 ハッエ 下鍛治町 山 中 久美子 伊 南 由美子 
沖 飯 詰 

藤 森 せい子 外 崎 恵 子 原 田 きみ象 十 三 三 地 区 

笠 井 知 子

竺 井 ミ ャ 

竹 内 恭 子 
新 堤 町 

山 中 美代子 
山 子 

小山内 千津子 
桜 	田 芦野団地 

小 寺 員佐子 上中柏木 原 田 優 子 柳 谷 みき象 

毘沙門・長富地区 見 崎 町 大 橋 と み 下中柏木 原 田 佐登美 

仲 の 町 

中 井 春 江 

旭・ 新 田 太 田 絹 子 
小 川 町 

工 藤 和 子 喜B ミ市地区 青 山 久 子 

毘 沙 門 北 川 マ サ 原 	慶 子 川 端 町 今 	スゲエ 浜 田 昌 子 

中 	崎 成 田 啓 子 川 端 町 棟 方 ミ エ 下 	町 今 	栄 子 

ま 	ち 

松 木 芳 子 

中野・川端 山 口 あっ子 津 島 典 子 
上柏木町 

古 川 キョエ 中 居 真知子 

共 	栄 佐 藤 	毒 
米 	町 

野 宮 ミッョ 今 	ュキエ 米 谷 寛 子 

中 長 富 笠 井 いく子 三 軒 町 野 宮 史 子 下柏木町 伊丸岡 千花子 

東 長 富 高 橋 富士子 沢部（上） 奈 良 蝶 子 南 本 町 今 	久 子 
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み -I1.さんの健康づくりをお手伝いいたします三，：選壇 
, - 	JMU$～、JU.#百累巌巌轟y急暴にI 

保健協力員410名任命（任期 平成 20年6月30日まで） 

保健協力員は市民と行政との健康づくりのパイプ役として、地域住民の健康保持増進に努めます。 
（平成 17年 7月1日現在順不同・敬称略） 

五所JI原北地区 若 葉 苑 山 田 和 子 岩 測 登 子 杉 派 立 土 岐 和可子 

町内会名 氏 名 相 馬 良 子 
松島町7丁目 

岩 崎 馨 神 山 松 野 二11 	キ 

寺町・岩木町 
竹 村 慶 子 

小 	曲 
長 津 生 岩 測 せ っ 福 岡 佐々木 哲 子 

斎 藤 良 子 川 瀬 紀美子 
松島町8丁目 

寺 田 敏 子 松 野 木 長 尾 公 子 

錦 	町 
白 戸 喜美子 

沼 田 町 
成 田 泉 湊 団 地 神 はるみ 若 山 清 野 ム 	ッ 

吉 川 和 子 十 川 町 根 上 瑞 枝 佐々木 江美子 石 田 坂 片 岡 富士子 

布 屋 町 
白 戸 せ い 五所川原南地区 

千 鳥 町 
椿 原 と 	よ 

戸 沢 
工 藤 光 子 

山 上 知 子 

川 端 町 

楼 井 照 子 はるにれ町 小 野 築 子 斉 藤 かおる 

弥 生 町 藤 田 霞 佐々木 京 子 栄 	地舌i” 区「落 七 *1 ］地 区 

東 	町 小 山 キ エ 三 森 敬 子 
湊 

葛 西 せっ子 俵 元 外 崎 章 子 

大 	町 

小 山 フミエ 
本 	町 

斎 藤 君 枝 平 山 良 子 
原 

兼 成 久 子 

斉 藤 良 子 鳴 海 ヒ ナ 木 村 千鶴子 
子 

伊 藤 良 子 

高 嶋 光 子 
新 	町 

尾 津 イ サ 
姥 	落 

平 山 孝 子 
羽野木沢 

阿 部 貞 子 

旭 	町 
中 畑 留美子 高 橋 芳 枝 猫 	測 藤 田 ミドリ 阿 部 浩 子 

高 橋 英 子 

元 	町 

葛 西 幸 子 三 ッ 谷 藤 田 マ サ 
沢 

阿 部 悦 子 

敷 島 町 

伊 藤 営 子 葛 西 京 子 一 戸 稔 
持 子 

三 上 洋 子 

清 野 和 子 山 谷 テ ル 
稲 	実 

加 藤 キ 	ヒ 

高 野 

葛 西 築 子 

高 橋 麗 第 1 柳町 越 田 都 米 	崎 三 上 りか子 福 士 三千代 

雛 田 町 荒 関 トミエ 第 2 柳町 村 上 文 子 工 藤 和 子 堀 内 ウ メ 

さっ き 町 

工 藤 ト 	キ 成 田 町 三 浦 とも子 
稲実団地 

奈 良 ッカエ 
前田野 目 

大 坂 文 恵 

磯 野 翠 

平 和 町 

片 山 キリ子 柳 	沼 松 林 睦 子 斎 藤 友 子 

松 江 レイ子 戸 沼 永久子 一 戸 幸 子 松 島 地 区 

東 雲 町 蝦 名 麗 子 三 浦 英 子 
広 	田 

成 田 キミエ 川 代 田 太 田 真 弓 

上平井町 
辻 美千代 日 の 出町 西 村 澄 江 藤浦団地 渋 谷 かほる 

野崎・金山 
岩 崎 愛 子 

藤 元 チ サ 不 魚 住 福 沢 幸 代 みなみ広田 三 和 っき子 村 田 江 子 

中平井町 

工 藤 ノリ子 相 川 嶺 子 広 	平 小山内 育 代 宮 田 渋 谷 ミ 	エ 

黒 滝 松 子 小 野 登志子 ひがし光が丘 野 宮 哲 子 悪 戸 高 橋 由紀子 

高 井 ュキ子 
田町・栄町 

川 村 良 子 虫 	流 今 直 美 田 中 高 橋 洋 子 

平 井 町 
小田桐 とき急 福 間 悦 子 七 ッ 館 葛 西 絹 枝 

水 野 尾 
小 坂 アキエ 

神 レイ子 

鎌 谷 町 

白 戸 いっ子 
みどり阻 2丁目 

伊 藤 玲 子 小 坂 洋 子 

下平井町 

磯 漫 光 子 寺 田 トシ子 津 田 秋 
米 

封 馬 昭 子 

高 橋 二11 	キ 成 田 満 子 みどり町2丁目 葛 西 明 子 
田 

森 田 淑 子 

服 部 秀 子 一ッ谷団地 安 部 昭 子 みどり町3丁目 小田桐 良 子 二 本 柳 千 田 サ エ 

柏 原 町 
小 野 美 子 小田桐 シ サ みどり町4丁目 宮 本 優 子 石 岡 寺 田 よし象 

角 谷 伸 子 
ッ 谷 

高 橋 セ ッ 
みどり町5丁目 

青 山 美香子 
唐 笠 

新 井 ュキ子 

幾 島 町 
塚 本 ミドリ 

鳥 	森 

工 藤 ハル江 佐々木 由 紀 
柳 

山 口 豊 子 

平 山 宗 子 米 谷 美智子 みどり町6丁目 八木橋 直 子 吹 畑 寺 田 ヒ サ 

末 広 町 
田 透 以宇子 斎 藤 裕 子 みどり町7丁目 加 藤 幸 子 

漆
  

太 田 昭 子 

山 中 み わ ノ、、 	重 	菊 吉 田 梶 子 みどり町8丁日 木 村 貢 	了 加 藤 喜美子 

ニュータウン新宮 開 米 政 子 

田 園 町 

福 士 エ 	ミ 梅 沢 地 区 加 藤 貴 子 

新 宮 町 

佐 藤 京 子 秋 元 俊 子 

梅 	田 

石 岡 白 川 キ エ 

原 節 子 佐々木 昇 子 斉 藤 八千子 神 美 和 

原 ミキエ 青 葉 町 一 戸 正 子 前 田 みち子 山 本 良 子 

蒔 苗 光 世 松島町1丁目 後 藤 閏 子 
中 	泉 

小山内 ゆり子 東 松 島 井 上 則 枝 

蘇 	鉄 工 藤 容 子 小 山 愛 子 神 秋 枝 太 刀 打 高 杉 妙 子 

エヴ 7,一ランド蘇鉄 小 野 由花理 
松島町23丁目 

高 橋 キョエ 長 権 I 地 区 葛 西 悦 子 

若葉第一 三 上 てる子 

松島町5丁目 

小 野 ケイ子 浅 	井 笹 森 セ ッ 
桃 崎 

今 春 江 

若葉第二 
長 岡 ハチエ 工 藤 昭 子 土 岐 恵理子 荒 関 はっよ 

中 川 幸 子 寺 田 あい子 
福 	山 

今 和 子 
尻 無 

野 呂 よ ね 

西 若 葉 石 田 秀 子 北 川 セ ッ 豊 	成 白 野 正 子 
畑 

小 野 敬 子 

若葉市営住宅 小 島 きみ系 
松島町6丁目 

谷 坂 裕 子 野 	里 八木橋 ミサ子 
石 

封 馬 礼 子 
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作ってみませんか 

テーマ】牛乳・乳製品を使った料理 

五所川原市食生活改善推進員会 

〔オートミーJUAO野菜たっぷりミネストローネ〕 

* * 烈襟縫難金木 g舞器講競摺’ 
市浦地区 保健センター市浦 27-7733 

健 康 相 談 
☆市浦地区 
病気の相談、心の相談、血圧測定や健診結果など保

健師が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方は持参
してください。 

開 	催 	場 	所 開催日程 開催時間 

太 田 公 民 館 
8月23 日（火） 

10: OOH1: 00 
保健センタ一市浦（ピンコロ館） 13: 30- 14: 30 
桂 川 集 会 所 8月 26 日（金） 10: 00~11: 00 

みんなの健康教室 
◇日 時… 8月 26 日岡 13 時～ 14 時 
◇場 所・・・保健センター五所川原 3F ホー)レ 
◇テーマ…めまいについて 
◇講 師・・・鈴木 健策先生（鈴木耳鼻咽喉科医院） 
◇主 催…北五医師会・五所川原市民保健協議会 

乳 幼 児 健 診 
☆金木地区 
◆場 所】保健センター金木2 階 
◆受付時間】12 時 50 分～ 13 時 

(7・10 カ月児健診】13 時～ 13 時 10 分） 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル等 
◆主な内容】身体計測、小児科医診察、発達相談、保 

健師による保健指導 
離乳食教室（ 4 カ月児対象：健診終了後 14時～) 

対 	象 	児 期 	日 

4 力月児健診 
平成 J 
平成 1 

~ 7年 3 月22日～ 
~ 7年 4 月 18日生 

8月 18 ョ（木） 7 力月児健診 
平
平
 
成
成
 

 

~ 6年 12月 22日～ 
I7年 1 月 18日生 

10力月児健診 
平成 16年 9 月22日～ 
平成 16年 10月 18日生 

☆市浦地区 
◆場 所】保健センター市浦（ピンコロ館） 

◆受付時間】12 時 15 分～ 12 時 30 分 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル、間診票 
◆主な内容】診察、身体計測、発達・育児相談、栄養相談等 

対
 
象
 
児
 

期 	日 

1 歳6 力月児健診 
平成 15年 12月 1 日～ 
平成 16年 2 月28日生 

8月 17 日（水） 

3歳児健診 
平成 14年 1 月 1 日～ 
平成 14年 3 月31日生 

※お願い 健診に来られなかった方は、ご連絡ください。 
病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けることができ
ます。詳細については、各地区乳幼児健診の年間予定表を
ご覧ください。 

1 人分 l36kcal 力ルシウム 65昭 塩分 2.7 g 

■材料（6人分） 

ベーコン 	2枚 	バター 	20g 
玉ねぎ 	1 個 	固形スープの秦・・3個 

かぶ・・・（1 50g）大 1 個 
かぶの茎…（正味）30g 
にんじん・・・（50g)5cm 	塩・こしょう…各少々 

じゃがいも・‘・中 1 個 	粉チーズ…大さじ 3 
トマト 	1 個 

■作り方 

①ベーコンと野菜類（玉ねぎ・かぶ・にんじん・じゃ

がいも・トマト）は全部 8 mm角に切る。かぶの葉は

さっとゆで、 8 mmの長さに切る。 

②鍋にバターを溶かし、ベーコン・玉ねぎ・かぶ・に

んじん・じゃがいもを入れて妙め、玉ねぎが透き通っ

てきたら、固形スープと水を入れてふたをして煮る。 
③②の野菜が柔らかくなったらトマトとかぶの葉・

オートミールを加え、塩・こしょうで味を調える。 

約 2 分煮て火からおろす。 

④③を器に盛り、粉チーズをかけていただく。 

オートミールはオーツ麦を蒸してからつぶし、乾

燥させたものです。力ルシウム・鉄分・ビタミン・

食物繊維などを豊富に含み、スープに入れると

トロミが出ておじやのようになります。野菜が

たっぶり食べられ、栄養満点なので、朝食や夏

の暑さで食欲のないときなどぜひお勧めします。 

、、 	 ノ 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

8月 78 口
］
 
 

川崎胃腸科内科医院 敷島可コ0 J4 1 JJJし 

8月14日 日
  

健生五所川原診療所 ―ッ谷 508 - 7 35 - 2542 
※ 1一対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 

2．その他、消防署（救急病院紹介'34-4999）でも紹介します。 

献血のこ案内（バス巡回） 
期 	日 時 	間‘ 場 	 所 

8月25 日（木） 9 :3Q-12:Q0 五所川原保健所 

8月25 日（木） 13:30~ 16 :00 白生会胃腸病院 

期 	日 時 	間 場 	 所 

8月 19 日（金） 
成分献血 

9 :3O~12:OO 
13: 15~14:30 保健センタ一五所川原 

＊成分献血は採血こ1時間程度かかるため、 1回の実施人
数に制限があります。協力してくださる方は、市役所
健康推進課へお申し込みください。 
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